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校外研修【年間15日】

校内研修【年間150時間】

校内における具体的実践に基づいて、教科指導や生徒指導、進路指導等の研修を実施
※教職大学院修了者は、90時間以上（研究授業30時間は減じない）

※特別支援学校における新規常勤講師に対する校内研修受講済の者（受講完了後５年以下の者のみ）は、授業研究（30時間

程度）と研究授業（30時間）の計60時間を実施

教職員の服務、人権教育・主権者教育、文書・会計管理、社会人マナー、保護者・諸機関連携、

生徒指導（いじめ対応）、教育相談、キャリアデザイン、タイムマネジメント、健康管理、メ

ンタルヘルス、特別支援教育（国・県の施策、実態把握、学習指導要領、発達障がい）等

○一般研修（総合教育センター又は各勤務校〔オンライン研修〕）

自ら学び続ける教職員へ 経験年数に応じた研修

基礎形成研修
○児童生徒の実態把握
○学級経営・HR経営等

基礎形成期
６
年
目
研
修

資質
向上期

資質
充実期

資質
貢献期

○コア・スクール研修（特別支援学校コア・スクール５校）

障がい種に応じた実践的指導力を高める研修を実施。各障がい種への専門性が高い教員の実

践に基づいて、授業研究等を通して学ぶ。

○情報研修（総合教育センター）

情報モラル、著作権、情報管理、ICT機器を活用した授業実践の基礎・基本等について学ぶ。

○ふるさと教育に関する研修（実地研修２回）

県有施設等を利用し、ふるさと教育、授業づくりについて実地で学ぶ。

さらに、得た情報を素材に、ふるさとの魅力を伝える授業案を作成する。 

○校種間交流（総合化された特別支援学校〔高特〕 ）

中
堅
教
諭
等

 

資
質
向
上
研
修

初任者研修
○教育に関する基礎的素養
○教科指導の基礎・基本

【年間100時間程度】

研究授業
【年間30時間】

教科指導員や他の先生
方の授業を参観しなが
ら学ぶ。

指導教員と他校や他校
種に訪問する研修を計
画することも可能。

初任者による授業
を指導教員等の先
生方に見ていただ
く。

〔※略案による  
ｂｂ実践が基本〕

参観授業や研究授業
を基に、授業につい
て指導を受ける。

生徒指導、学級経
営・HR経営、特別
活動等、学校教育
に関する基礎的素
養について指導を
受ける。

週３～４時間

週１～２時間
【年間50時間程度】

授業研修 一般研修

高等学校とともに、総合化された特別支援学校にて特別支援教育の実際を学ぶ。

週５時間をバランスよく研修

授業研究
【年間30時間程度】

学びの往還

授業参観
【年間40時間程度】



【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

岐阜県「教員のキャリアステージ」における資質の向上に関する指標
【特別支援学校】

・目の前の幼児児童生徒
の適切な実態把握や
指導・援助の方法を、

謙虚に学ぶ。
・自分が得意とする分野の知

識・技能を深めつつ、校内
の教員等への有効的な伝え
方を工夫する。

・自分が深めてきている知識・技能、学

びの手段等を、学校内外の多くの人に

対して伝え、役立てる。

・学級(HR)・学年の幼児児
童生徒に対する、チーム
での適切な実態把握や指
導・援助の方法を自ら学
び、チームに伝える。

教員が成長し続けるために大切な姿

〜目指す人間像〜
「ふるさと岐阜」で育んだ自信と

誇りを胸に、よりよい未来の実現に
挑み続ける人

〜岐阜県が求める教師像〜
児童生徒を一人の人間として尊重し、あたたかいまなざしで寄り添う教師
◎ 誰一人悲しい思いをさせない、愛情と使命感あふれる教師（高い倫理観・使命感）
◎ 指導方法を工夫し、児童生徒に確かな学力をつける教師（確かな専門性）
◎ 幅広い教養と高い専門性をもち、常に学び続ける教師（学び続ける向上心）

スタートライン

【基礎形成期】 【資質向上期】 【資質充実期】 【資質貢献期】

意欲的に授業実践や学級・ＨＲ経営に
取り組み、教職の基礎を固める。

実践を積み上げ、専門性を高め、
学校の推進力となる。  

活力ある学校運営を企画・調整・
実践し、リーダーシップを発揮する。 

学校管理や他の教員等への指導を
行い、広い視野で組織的な運営を行う。    

学
習
指
導

授業
構想

特別支援教育及び
教科に関する学習指
導要領の内容、評価
の観点・評価方法等
を理解し、それらを
踏まえた指導計画を
作成することができ
る。

幼児児童生徒の健康・障がいの
状態、発達の段階、興味・関心等
の観点を踏まえて個別の指導計画
等を作成し、他の教員等から指
導・助言を受けながら授業を計画
することができる。

幼児児童生徒の健康・障がいの状
態、発達の段階、興味・関心等の観
点から、実態を的確に把握して個別
の指導計画等を作成し、それに沿っ
た授業を計画することができる。

個別の指導計画等を作成する際
に、関係機関の情報等の客観的観
点を取り入れるとともに、他の教
員等に指導・助言を行うことがで
きる。

学習指導要領の改定等を踏まえた個
別の指導計画等の作成が成されるよう
に研修を行う等、校内体制を整備し、
推進することができる。

授業
実践

個別の指導計画等に基づいて、
適切な教材・教具を活用する等、
幼児児童生徒へ効果的な指導・援
助を行うことができる。

個別の指導計画等に基づくと共に、
活動時の状況に応じて指導方法・体
制等を変更する等、他の教員等と協
働して、幼児児童生徒への効果的な
指導・援助を行うことができる。

幼児児童生徒の状態等に配慮し
て適切な指導・援助を行うととも
に、他の教員等に指導・助言を行
うことができる。

学習指導要領改訂等を踏まえた適切
な指導・援助ができるように、校内の
研究体制を整備し、推進することがで
きる。

評価
改善

幼児児童生徒への指導・援助に
ついて、健康・障がいの状態、発
達の段階、興味・関心等の観点に
基づいて授業評価を行い、授業の
内容や方法、個別の指導計画等を
改善することができる。

幼児児童生徒への指導・援助につい
て、自身の授業実践とともに、チー
ムとしての授業実践について適切な
授業評価を行い、授業の内容や方法、
個別の指導計画等を改善することが
できる。

幼児児童生徒の実態と社会や地
域から求められるニーズに対応す
るという視点に立って授業評価や
授業改善を行うとともに、他の教
職員等に指導・助言を行うことが
できる。

授業の評価改善のために必要な観点、
評価・指導の方法等について研究し、
普段の授業改善を行う校内体制を整備
し、推進することができる。

生
徒
指
導

幼児・児
童・生徒

理解 幼児児童生徒とと
もに活動する楽しさ
や喜びを経験し、児
童生徒理解の重要性
について理解してい
る。

教育相談、生徒指
導、キャリア教育、
人権教育等に関する
基本的事項や指導・
援助方法等について
理解している。

観察、保護者との情報交換、他
の教職員からの情報、過去の資料
等から幼児児童生徒の実態を的確
に把握することができる。

幼児児童生徒の実態や状況につい
て、自らのもつ情報と周囲からの情
報を合わせて分析し、多面的に把握
することができる。

幼児児童生徒の多面的な把握と
分析に必要な情報収集を行うとと
もに、他の教員等に指導・助言を
行うことができる。

学校全体で幼児児童生徒の理解を深
めるために、環境整備と組織づくりを
推進することができる。

生徒
指導

幼児児童生徒の実態を踏まえて、
一人一人のよさが発揮できるよう
に指導・援助を行うことができる。

幼児児童生徒の発揮させたいよさ
と具現したい姿を具体的に想定し、
その実現のための中・長期的なプラ
ンを想定した指導・援助を行うこと
ができる。

幼児児童生徒一人一人のよさの
発揮と具現したい姿の実現のため
に、適切な指導・援助を行ったり
保護者等と連携をはかったりする
とともに、他の教員等に指導・助
言を行うことができる。

幼児児童生徒への適切な指導・援助
が行われるように、他の教員等や保護
者・関係機関等との連携体制を整備し、
推進することができる。

キャリア
教育

個別の教育支援計画等に基づき、
社会自立を目指して、幼児児童生
徒への指導・援助を行うことがで
きる。

幼児児童生徒の実態やニーズに基
づいた社会自立を目指し、個別の教
育支援計画等を活用し、保護者、関
係機関と連携し、他の教員等と協働
して指導・援助を行うことができる。

幼児児童生徒の社会自立を目標
とした指導・援助を行う際に、他
の教員等に個別の教育支援計画等
や、関係機関から収集した情報等
の効果的な活用について、指導・
助言を行うことができる。

適切な個別の教育支援計画等の作成
と改善がなされるように、他の教員等
や保護者、関係機関等と連携できる組
織づくりを推進することができる。

経
営
・
分
掌

学級(HR)・
学年・部・ 
学校 経営

教員の職務内容
や学校組織等につ
いて理解している。

危機管理の重要
性や組織マネジメ
ントに関する基本
的な事項等につい
て理解している。

個別の教育支援計画等を立案
し、それに基づき、学級（Ｈ
Ｒ）全体を見渡した年間指導計
画等を作成し、計画に沿った学
級経営を行うことができる。

学校・部等全体を見通した年間
指導計画等を作成し、他の教員等
と協働して、学級（ＨＲ）・学年
経営を行うことができる。

学年・部・学校全体の学級
（ＨＲ）経営が適切に行われる
ように、部・学校の特色を踏ま
えて他の教員等に指導・助言を
行うことができる。

特色ある学校経営を推進するた
めに、校内の体制を整備し、「安
全に安心して過ごせる環境」「自
立に向けて個性を生かす体制」を
整備し推進することができる。

連携
・

協働

幼児児童生徒の健康・成長を
常に念頭において、他の教員等
や保護者等と協力し、迅速な報
告連絡を心がけて業務を行うこ
とができる。

幼児児童生徒の健康・成長を常
に念頭において、他の教員等と強
みを生かし合える関係を結び、保
護者等と円滑な関係を保つことを
意識しながら、業務を行うことが
できる。

幼児児童生徒へ、保護者等と
協力・連携しつつ、チームとし
ての指導・援助にあたるととも
に、専門性を発揮しながら他の
教員等に指導・助言を行うこと
ができる。

自校の使命を達成するために、
学校内外の関係機関等との連携体
制を構築するとともに、学校にお
ける働き方改革の視点を踏まえな
がら、校内の業務が円滑に遂行さ
れる体制を整える。

危機
管理

幼児児童生徒の安全や個人情
報の重要性を理解するとともに
常に心がけ、「報告・連絡・相
談」を大切にして適切に行動す
ることができる。

事故等の発生時や未然防止につ
いて、場面に応じて迅速に行動す
ることができる。

学校の危機管理について、周
囲と連携し、迅速に対応すると
ともに、より適切に対応できる
よう、他の教員等に指導・助言
を行うことができる。

事故等の未然防止や緊急時に、
適切かつ迅速に対応する組織づく
りについて、体制の整備と人材の
育成を推進することができる。

ICTや情報・
教育データの
利活用

ICTを活用した
学習指導や校務の
推進及び幼児児童
生徒に情報モラル
を含めた情報活用
能力を育成するこ
とについての意義
や効果を理解して
いる。

授業や校務等にICTを活用で
き、幼児児童生徒の情報モラル
を含めた情報活用能力を育成す
るための授業実践等を行うこと
ができる。

ICTを効果的に活用した授業実
践等を行い、校務の効率化及び幼
児児童生徒の学習や生活の改善を
図るため、教育データを適切に活
用することができる。

自らのICT活用指導力を高め、
これまでの経験を踏まえた活用
方法を提案したり、実践したり
することができる。

学校のICTや情報・教育データの
活用を俯瞰的に捉え、組織的な課
題を明確にし、解決に向けて働き
かけることができる。

改訂版
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１ 校内研修と校外研修について 

 

（１）校内研修について 

 ・ 初任者の負担が大きく なり 過ぎないよう に学校の年間指導計画も 参考に計画を立てる 

こ と 。  

 ・ 校外研修の年間計画を参考に校内研修計画を立て、 校内研修と 校外研修相互から 効果 

的に学ぶこ と ができるよう にするこ と が望まし い。  

 ・ 校内研修の講師をする職員と 連携をと っ て、 研修のねら いを共有し 、 研修時間内だけ 

で学びが終わるこ と がないよう に指導するこ と 。  

 ・ 初任者の様子を見ながら 、 課題と 思われるこ と があれば管理職と 相談の上、 校内研修 

の計画を随時変更し て効果的な研修を実施するこ と 。  

 ・ 初任者は指導案の作成に悩みを抱えているため、 指導案の作成状況を常に把握し 、 初 

任者が一人で悩みを抱えてし まう 状況になら ないよう 注意するこ と 。  

 ・ 所属学級や所属学部以外の参観授業も 計画し 、 実施するこ と が望まし い。  

 ・ 特別支援学校における新規常勤講師に対する校内研修を受講済みの者は、 一般研修 50 

時間、 授業参観 40 時間を上限に研修時間を 減ずるこ と ができ る。 ただし 、 授業研究 30 

時間、 研究授業 30 時間は減ずるこ と はでき ない。 また、 減じ た研修時間分は、 全て授 

業担当時間数に充てるこ と 。  

 

（２）校外研修について 

 ・ 第１ 回の校外研修前に校外研修に出る際にすべきこ と （ 後補充の職員への引継ぎ、 出 

張伺いの作成、 学年職員への連絡等） を管理職と 相談の上、 初任者に伝えるこ と 。  

 ・ 道路事情等の影響で遅刻する場合の対応方法を 確認し ておく と と も に、「 教育実践の 

手引き  ５  校外研修受講の注意事項」 を確認するこ と を指示するこ と 。  

 ・ 初任者に提出文書を求めるこ と があるため、 勤務校の文書決裁方法や決裁後の文書提 

出方法についても 確認し ておく こ と 。  

 ・ 研修後の所属長への報告は、 単に学んだ内容を報告するのではなく 、 学んだこ と や課 

題と 感じ たこ と をどのよう に業務に活かし ていく かを報告できるよう 指示するこ と 。  

 ・ 出張の復命も 速やかに行う こ と を指示するこ と 。  

 ・ 校外研修を欠席し た場合は、 代替研修があるこ と を伝えておく こ と 。 また初任者が代 

替研修を実施する際は、 相談にのっ たり 、 実施状況を確認し たり するなどし て、 代替 

研修の実施について注視するこ と 。  

 ・「 Pl ant  全国教員研修プラ ッ ト フ ォ ーム」 について変更や急な連絡がないかを随時確 

認するこ と 。 また、 初任者にも 開催要項の確認を促すこ と 。  

 

 

１ 



 

 
２ 

 

２ 年間指導計画及び指導報告書の提出について 

 

（１）初任者研修実施要項及び年間指導計画等について 

 ・ 初任者研修実施要項及び【 様式１ 】【 様式２ 】【 様式３ 】 については、 岐阜県総合教育セン 

タ ーホームページの「 経年研修資料」 から ダウンロード するこ と 。 毎年必ずダウンロード  

し 、 昨年度の実施要項や様式を使う こ と がないよう 徹底するこ と 。  

 ・（ ２ ） ～（ ４ ） の提出期限等は、「 初任者研修実施要項 ７  年間指導計画及び指導報告書 

の提出」 に従っ て提出するこ と 。  

 

（２）指導時間の関連一覧表【様式１】について 

 ・ 記入例を参考にし て作成するこ と 。  

 ・ 小学部・ 中学部に初任者が４ 名以上配置さ れている 学校は拠点校方式用で作成するこ と 。  

４ 名以下の学校は、 拠点校方式以外用で作成するこ と 。 高等部は、 別に高等部用で作成す 

るこ と 。  

 ・ 初任者の授業担当全時間は、「 初任者研修実施要項 ５  校内体制 初任者」 の時間数と す 

るこ と 。  

 

（３）年間指導計画【様式２】について 

 ・ 記入例を参考にし て作成するこ と 。  

 ・「 指導教員及び拠点校指導教員」 には、【 様式１ 】 の指導教員－教科指導員、 も し く は拠点校 

指導教員－校内指導教員を 参考に記載するこ と 。  

・「 担当教科」 については、 担当教科がない場合は、「 小全」「 中全」「 高全」 と 記載するこ と 。  

 ・ 教職大学院修了者並びに特別支援学校における校内研修修了者に該当する場合は、 減じ る時 

間数に関わら ずチェ ッ ク する こ と 。  

 ・ 研修時間数は、「 初任者研修実施要項 ３  内容」 にある研修時間と するこ と 。  

 

（４）指導報告書【様式３】について 

 ・ 記入例を参考し て作成するこ と 。  

（ 研究授業や参観授業については、 教科・ 領域名まで記載するこ と が望まし い。）  

 ・【 様式２ 】 と 同様に作成するこ と 。  

 

 



月 時数 主な研修内容 月 時数 主な研修内容

④基本的事項 (4) ・教師としての心構え ①授業研修 (12) ・研究授業・授業研究

・学習指導要領 ・授業参観

・学校の教育目標 ③進路指導 (2) ・進路相談

・勤務の仕組みや働き方 ・現場実習の実際

⑥学級経営 (2) ・学級経営の在り方 ⑥ (1)

・学級経営案の作成

・会計について ⑤特別活動 (2) ・体験的な学習について

①授業研修 (6) ・研究授業・授業研究 ・交流教育について

・授業参観 ⑥特別支援教育 (3) ・各教科等を合わせた指導

・ティーム・ティーチングについて ・自立活動

④基本的事項 (2) ・地域と学校の歴史 ・重度重複障がいについて

⑥学級経営 (2) ・個別の指導計画について ①授業研修 (12) ・研究授業・授業研究

・緊急時の対応 ・授業参観

①授業研修 (12) ・研究授業・授業研究 ④基本的事項 (2) ・文書事務処理

・年間指導計画 　（メンタリング）

・学習指導案の作成 ・道徳教育

・授業参観 ・保護者との連携

②生徒指導 (2) ・児童生徒理解について ①授業研修 (10) ・研究授業・授業研究
　（メンタリング） ・◯◯中学校公表会

　外国語授業研究会参加

④基本的事項 (2) ・年間の学校行事 ②生徒指導 (2) ・教育相談，外部機関連携

・学校運営組織 ⑥特別支援教育 (2) ・アセスメントについて

⑥特別支援教育 (1) ・多様性への理解 ・就学相談

①授業研修 (12) ・研究授業・授業研究 ①授業研修 (8) ・研究授業・授業研究

・○○高等学校にて，担当する

「コミュニケーション英語Ⅱ」授業を参観
・授業参観

①授業研修 (9) ・研究授業・授業研究 ③進路指導 (2) ・所属部の進路指導

・教材・教具の工夫と活用 ④基本的事項 (2) ・指導要録の記入について

・授業参観 ①授業研修 (8) ・研究授業・授業研究

②生徒指導 (2) ・生徒指導の在り方 ・人権教育

③進路指導 (2) ・キャリア教育とは ・授業参観

⑤特別活動 (2) ・学級活動，ホームルーム活動 ④基本的事項 (2) ・学級経営の評価

・児童生徒会活動 （メンタリング）

⑥情報研修 (4) ・情報モラルについて ⑥まとめ (1) ・１年間のまとめと反省

・情報機器の活用 ・校長講話

・著作権 ① 100時間

⑥学級経営 (2) ・学級担任の役割 ② 6時間

・学校行事の実際 ③ 6時間

①授業研修 (11) ・研究授業・授業研究 ④ 14時間

・授業参観 ⑤ 6時間

⑤特別活動 (2) ・部活動について ⑥ 18時間

 一般研修  50時間

研修項目（時数）

13

※校外研修の年間計画を踏まえ、校内研修で事前に学んだことを校外研修での講義・演習・交流等
  により深める、又は、校外研修で学んだことを校内研修での実践等で深めるというサイクルを意
  識して計画を立ててください。

基本的事項　

特別活動

令和８年度　年間研修計画　【校内研修（例）】

10

11

12

1

研修項目（時数）

進路指導

・地域や学校の実態，児童
　生徒の状態や興味・関心
　に基づく教育活動の創意
　工夫の在り方

4

5

15

10

12

総合的な
探究の時間12

18

2

17

3

授業研修

生徒指導　

3

14

9 15

8 6

15

※学校の設置状況等に応じた「部活動」に関する校内研修の実施をお願いします。

6

7

・授業研修 100時間 +

その他(①～⑤以外の内容)

３



回数 主　な　研　修　項　目　等 会　　場 主な指導者

１ ４月14日（火）

　初任者への期待、教職員の服務、文書管理、働き方改
革、ハラスメント防止、危機管理（学校安全・防災
等）、生徒指導（いじめ対応含む）、オリエンテーショ
ン

　総合教育センター
教育研修課課長
担当指導主事

２ ４月21日（火）
 社会人としての基本マナー、人権教育・主権者教育、
学校会計事務の理解、ふるさと教育、消費者教育、新入
教職員のための健康づくり・メンタルヘルス

　所属校（オンライン）  担当指導主事

３ ５月12日（火）
 学習指導要領の理解、国・県の特別支援教育、児童生
徒の実態把握（自立活動の観点から）、学習指導（指導
案の書き方）、実践内容や個人の課題（交流）

　総合教育センター  担当指導主事

５月19日（火）
　岐阜盲学校
 【西濃・東濃・飛騨】

５月26日（火）
　岐阜盲学校
 【岐阜・美濃・可茂】

６月９日（火）
　岐阜希望が丘特別支援学校
 【西濃・東濃・飛騨】

６月16日（火）
　岐阜希望が丘特別支援学校
 【岐阜・美濃・可茂】

６月30日（火）
　岐阜清流高等特別支援学校
 【西濃・東濃・飛騨】

７月14日（火）
　岐阜清流高等特別支援学校
 【岐阜・美濃・可茂】

８ ９月１日（火）
 保護者応対に生きる話し方、特別支援教育の教育相
談、体験による学び、校種間交流と実地研修に向けて

　総合教育センター  担当指導主事

９月８日（火）
　各務原市立かかみがはら支援学校【岐阜】
　可茂特別支援学校【美濃・可茂】

９月15日（火）
　揖斐特別支援学校【西濃】
　恵那特別支援学校【東濃】
　下呂特別支援学校【飛騨】

10 ９月29日（火）
 ＜実地研修１＞
　ふるさと教育における学び、外部情報収集、校外学習
実施要項の作成（交流）

　岐阜かかみがはら航空宇宙博物館
 会場施設担当者
 担当指導主事

10月６日（火）
　morinos（森林文化アカデミー内）
 【西濃・東濃・飛騨】

10月13日（火）
　morinos（森林文化アカデミー内）
 【岐阜・美濃・可茂】

12 10月27日（火）
 実地研修の学びを踏まえた単元の組み立て、実態に応
じたねらいの設定と授業展開、指導案を通して授業から
学ぶ（交流）、タイムマネジメント

　総合教育センター  担当指導主事

11月10日（火）
　岐阜聾学校
 【西濃・東濃・飛騨】

11月17日（火）
　岐阜聾学校
 【岐阜・美濃・可茂】

12月１日（火）
　長良特別支援学校
 【西濃・東濃・飛騨】

12月８日（火）
　長良特別支援学校
 【岐阜・美濃・可茂】

15 ２月２日（火）

 経年研修の意義と基礎形成選択講座の受講、１年目の
成果と自己課題の明確化、学級経営、２年目教諭として
伝えたいこと、キャリアデザイン、初任者研修を終える
にあたって

　総合教育センター
 ２年目教員
 担当指導主事
 教育研修課課長

※令和８年３月現在の案です。確定した情報や詳細は「Plant　全国教員研修プラットフォーム」内の開催要項
　により、その都度周知します。

14
 コア・スクール研修（５）病弱教育
 ＜長良特別支援学校＞
   学校の取組、授業参観、授業研究会等

 担当校教諭
 担当指導主事

11
 ＜実地研修２＞
　五感を使って学ぶ授業づくり、チームビルディング

 会場施設担当者
 担当指導主事

13
 コア・スクール研修（４）聴覚障がい教育
 ＜岐阜聾学校＞
   学校の取組、授業参観、授業研究会等

 担当校教諭
 担当指導主事

７
 コア・スクール研修（３）軽度知的障がい教育
 ＜岐阜清流高等特別支援学校＞
   学校の取組、授業参観、授業研究会等

 担当校教諭
 担当指導主事

９
  校種間交流
　（特別支援学校授業等参観）

 担当校教諭
 担当指導主事

 担当指導主事

令和８年度　年間研修計画　【校外研修】（令和８年３月末段階）

期　日

５
 コア・スクール研修（２）肢体不自由教育
 ＜岐阜希望が丘特別支援学校＞
   学校の取組、授業参観、授業研究会等

 担当校教諭
 担当指導主事

４
 コア・スクール研修（１）視覚障がい教育
 ＜岐阜盲学校＞
   学校の取組、授業参観、授業研究会等

 担当校教諭
 担当指導主事

６ ６月23日（火）
 教育の情報化（情報資産の管理、情報モラル、著作
権）特別支援学校のＩＣＴ活用、児童生徒の実態把握
（A-PDCA）、個別の教育支援計画、タイムマネジメント

　総合教育センター

４



【学習指導略案様式例】 

５ 

 

 ○○部 第○学年○組「（教科・領域名）」学習指導略案 
 

日 時：令和○○年○○月○○日（○） 
    ○○：○○～○○：○○ 
場 所：○○部○年○組教室 
授業者：○○ ○○（Ｔ１） ○○ ○○（Ｔ２） 
    ○○ ○○（Ｔ３） 

 
１ 単元（題材）名「・・・・・・・・・・・・」 
 
２ 単元（題材）の概要 
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 
 
３ 児童（生徒）の実態【自立活動６区分 27 項目を踏まえて】 
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 
 
４ 本時の目指す姿【学習指導要領で示された目標及び内容を踏まえて】 
  （１）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 
 （２）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 
  
５ 本時の展開 （○時間目／全○時間） 

 
６ 本時の評価の観点 
  （１）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 
 （２）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

時配
(分) 

◎児童（生徒）の活動（目指す姿）／※活動における支援（合理的配慮） ●備考 
(共通教材等) 児童（生徒）Ａ 児童（生徒）Ｂ 児童（生徒）Ｃ 

 ○ ◎・・・・・。 
※・・・・・・・・・・ 

・・・・・・。 

◎・・・・・・・・・。 
※・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・。 

◎・・・・・・・。 
※・・・・・・・・・・ 

・・・・・・。 

●・・・・ 
●・・・ 

○○ ◎・・・・・・・・・・ 
・・・・・・。 

※・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・ 

・・・・・・。 

◎・・・・・・・・・・ 
・・・・・・。 

※・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・ 

・・・・・・。 

◎・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・。 

※・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・ 

・・・・・・。 

●・・・・・ 
 

○○ ◎・・・・・・・・・・ 
・・・・・・。 

※・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・ 

・・・・・・。 
 
◎・・・・・・・・・。 
※・・・・・・・・・・ 

・・・・・・。 

◎・・・・・・・・・・ 
・・・・・・。 

※・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・ 

・・・・・。 
 
◎・・・・・・。 
※・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・。 

◎・・・・・・・・・・ 
・・・・・・。 

※・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・。 
 
◎・・・・・・・・・・。 
※・・・・・・・・・・ 

・・・・・・。 

●・・・・ 
 
 
 
 
 
●・・・・ 

○○ ◎・・・・・・・・・・ 
・・・・・・。 

※・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・ 

・・・・。 

◎・・・・・・・・・・ 
・・・・。 

※・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・ 

・・・・・・。 

◎・・・・・・・・・・ 
・・。 

※・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・ 

・・・・・・。 

●・・・・・ 

 ○ ◎・・・・・・・。 
※・・・・・・・・・・ 

・・・・・・。 

◎・・・・・・。 
※・・・・・・・・・・ 

・・・・・・。 

◎・・・・・・・・・。 
※・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・。 

●・・・・・ 
●・・・ 



６ 

 

教員は学校で育つ！～メンター制～ 

 
 

 

 

 

１ メンター制とは 

  人材育成の手法の一つで、「 メ ンタ ー」 と 呼ばれる経験者

が、 経験の少ない「 メ ンティ 」 に対し 手本を見せたり 、 支援

を し たり するこ と である。  

職場で自然発生的にメ ンタ ーと メ ンティ の関係が生まれ 

るこ と が理想だが、 意図的に生まれるよう に考えら れたの 

がメ ンタ ー制である。 メ ンタ ー制を具体的に機能さ せるた 

めには、 メ ンタ ーチームが有効である。 メ ンタ ーチームと  

は校内において複数の先輩が複数の初任者や経験の浅い教 

職員と 、 継続的、 定期的に交流し 、 信頼関係を築き なが 

ら 、 日常の活動を支援し 、 精神的、 人間的な成長を支援す 

るこ と により 、 相互の人材育成を図るも のである。        [メンターチーム実施イメージ] 

                                           

２ メンターチームのメリット 

初任者研修のアンケート 結果を見ると 、 関わり が深かっ た人と し て、 年齢の近い同僚や初任者が多

いと いう こ と がわかる。 指導教員等による研修に加え、 近い世代でメ ンタ ーチームをつく るこ と によ

っ て気軽に相談し 合い、 相互に学び合う こ と が経験の浅い教職員の早期育成に有効であると 考えら れ

る。  

また、 こ う し たメ ンタ ーチームによる活動が、 職場に「 日常的に」「 気軽に」「 本音で」 話せる雰囲

気を作り 出す。 さ ら にメ ンタ ーチームに多く の教職員を巻き 込んでいく こ と で、 人的ネッ ト ワーク が

学校全体に広がり 、 同僚性が高まる。  

 

３ 実施に向けて 

（１）管理職がマネジメントする 

  管理職は経験年数の少ない教職員を取り 巻く 状況等を把握し 、 次のよう な手順で活動が始まるよう

マネジメ ント し 、 活動を見守る。  

① メ ンタ ーチームの構成メ ンバーを決定する（ 経験年数、 年齢、 所属学年や教科等も 考慮する） 。  

② メ ンバーが相互に学ぶこ と ができる適正な人数にする。  

③ メ ンタ ーチームの活動を通し て、 どのよう な力を身に付けてほし いかを伝える。  

④ メ ンタ ーチームの最初の活動は管理職主催で行い、 活動をスタ ート さ せるき っ かけをつく る。  

⑤ 活動し やすいよう 全職員にメ ンタ ーチームの紹介をする。  

   

（２）経験年数に応じた研修との関連を図る 

  経験年数に応じ た研修の在勤校研修で研究授業や授業研究を行う 際、 メ ンタ ーチームを中心に取り

組んだり 、 ６ 年目研修で学ぶメ ンタ リ ングの知識・ 技能を生かし て、 ６ 年目の教職員が中心になっ て

チームを運営し たり するなどし 、 経験年数に応じ た研修と 関連さ せるこ と でより 充実し たも のにな

る。  

 

（３）初任者研修（校内研修）におけるメンター制を活用した研修実施例 

  50 分と し て計画 ※メ ンティ （ 初任者） １ 名につき 、 メ ンタ ー２ 名を想定。  

  ・ 司会者（ 初任者指導教員）： メ ンタ ー制の解説 ５ 分 

  ・ メ ンタ ー（ 中堅教諭から 選ぶ） による講義： 初任者に伝えたいこ と  15 分 

  ・ メ ンタ ー／メ ンティ の面談： 個別にメ ンティ の悩みや質問を引き出し 、 場合によっ てはメ ンタ ー 

から アド バイ スを送る。 メ ンティ がなるべく 多く のメ ンタ ーに話ができたり 、 質問ができるよう  

に時間設定等を配慮する。 20 分 

  ・ メ ンティ （ 初任者）： 本日の研修を振り 返っ て学んだこ と を発表する。 ５ 分 

  ・ 司会者（ 初任者指導教員）： 全体講評 ５ 分 

※教科指導・ 分掌業務・ 生徒対応等メ ンティ の課題に応じ てメ ンタ ーを選んで実施する。  



 

メンターチームを導入した実践例（県内実践例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Ｃ中学校 メンターチーム「若手勉強会」 
 ＜メ ンバー＞ １ 年目～３ 年目まで及び講師が対象 ７ 人 

内訳： １ 年目（ ２ 人） ２ 年目（ １ 人） ３ 年目（ ２ 人） 講師（ ２ 人）  

 ＜開催日程＞ 月１ 回程度 

＜内  容＞ ・ 宿泊研修や修学旅行、 体育祭などの学校行事の学級経営への活かし 方など

を先輩教師から 学んだ。  

        ・ 全校研究会に向けた模擬授業を若手で行い、 意見交換をし た。  

 
工夫点及び配慮点 
◇校長の呼びかけで３ 年目教員が中心と なっ て、 若手教員の勉強会を 開催し ている 。 単年度

で終わるのではなく 、 継続的に若手育成のシステムが学校に定着するよう 配慮し た。  

Ａ特別支援学校 初任者研修へのメンター制の導入 
 

＜体  制＞ 例年、 複数の初任者が学校に配属さ れている。 様々な経験年数の教員がいる

利点を生かし 、 年度当初に、 ２ 年目教員の中から 学部ごと にメ ンタ ーを 指名

し 、 初任者へのメ ンタ リ ングを依頼し た。  

 

＜内  容＞ 年齢が近く 、 初任者研修の経験も 共有でき るこ と から 、 ２ 年目教員がＯ Ｊ Ｔ

形式で研修にかかわる様々な方法等を初任者に具体的に伝達し た。 ６ 人の初

任者が各学部に２ 人ずつ配置さ れた年度は、 １ 人のメ ンタ ーが２ 人のメ ンテ

ィ ーを担当し た。メ ンタ ー制を取り 入れて複数年が経過し 、定着し つつある。 

 

＜成  果＞ 初任者が所属し ている学年の教員集団にも 様々な経験年数の教員が配置さ れ

ており 、 教科や学級経営等の研修について支援を 受けている。 さ ら に、 学部

ごと に自分の担当メ ンタ ーがいるこ と で、 初任者研修にかかわる素朴な疑問

や学校・ 学部特有のルール等について必要に応じ て相談に乗っ ても ら う こ と

ができている。また、気軽に日常の会話を 楽し んだり するこ と も でき ている。

メ ンタ ーに指名さ れた２ 年目教員には、 昨年度に自分がメ ンタ ーから 受けた

恩恵を還し 、責任感をも っ てメ ンティ ーにかかわろ う と する様子が見ら れた。 

Ｂ特別支援学校 年齢、経験に格差のある初任者への支援とケア 
＜体  制＞ ２ ・ ３ 年目の教員を初任者８ 名のメ ンタ ーと し て指名し た。 特に直採初任者 

４ 名の支援を 重点的に行う よう 依頼し た。  

 

＜内  容＞ ・ 若手職員が授業研究等に率先し て携わる。  

・ 学部、 学年内に若手教員が多く 、 教科指導員が４ 年目教員の場合があっ た。 

その体制を生かし 、 年齢層の近い職員間でチームをつく るこ と で、 数年前 

に自分が初任者と し て培っ たノ ウハウを伝達でき る体制を 作っ た。  

        ・ 適宜、 研究授業後に授業構築の過程（ チームでどのよう な話を し たか） を  

指導教員が聞き 取り 、 情報を共有する。  

 

＜成  果＞ 若手教員同士で協力し 合い、切磋琢磨でき る環境を つく り 出すこ と ができ た。 

初任者のスト レス軽減につながる事案も 多く 、 初任者は最小の不安と 大き な 

安心で研修を 進めるこ と ができ 、 特別支援学校教諭と し ての指導・ 支援スキ 

ルの成長が見ら れた。  
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Ｄ高等学校 「若手教師のための勉強会」 
 ＜メ ンバー＞ 初任者、 若手、 中堅の教師： 約 15 名 

 ＜開催日程＞ 月１ 回程度（ 後期から ）  

 ＜内  容＞ ・ 先輩教員に学ぶ（ Ｈ Ｒ 経営、 生徒指導） 、 教科指導での工夫の視点 

・ ベテラ ン 教師を 講師と し た研修会、 Ｖ Ｔ Ｒ を活用し た授業研究会 

 
工夫点及び配慮点 
◇ベテラ ン 教師を 講師に迎え、 豊かな教育経験や様々な工夫を 学ぶと と も に、 若手教師相互の意見

交流が活発になるよう にし た。  

「２年目、３年目の先生方との懇談会」 

＜メ ンバー＞ 初任者、 若手の教師： 約５ 名 

 ＜開催日程＞ 初任者研修の一環 

 ＜内  容＞ 先輩教員に学ぶ（ 初任者の悩み相談、 生徒指導、 部活動指導などの失敗談）  

 
工夫点及び配慮点 
◇２ 年目教員、 ３ 年目教員と の対談形式の懇談会で、 初任者が直面し ている課題に、 先輩教員の類

似体験を 聞き 、 見通し や安心を 与える よ う 配慮し た。  

Ｅ小学校 「クロス研修」（社会科の授業の進め方） 
 ＜メ ンバー＞ Ｇ Ｗ（ がんばれ 若手の会） のメ ンバー※参加し たい（ 意欲がある） 職員は参加可 

 ＜開催日程＞ 〇月□日（ △）  

 ＜内  容＞ ・ ５ 年目のＡ 教諭が、 第６ 学年社会科の自主研修を 行う 。  

   ・ そこ に、 Ｇ Ｗの会のメ ン バーが授業を 参観し 、 研究会にも 参加する。  

   ・ 事前に、 Ａ 教諭から 、 授業を 見る 視点について説明を 受け、 社会科の学習を どのよ

う に進めている のかを 大まかにつかんでおく よ う にする。  

        ・ 研究会では、 積極的に感想・ 意見を 交流し 、 Ａ 教諭が教科と し て、 学級経営と し て

大切にし てき たこ と を つかむよ う にする 。  

・ 指導者から は、 Ａ 教諭の授業についての指導と 、 社会科の授業の進め方について

の指導を お願いし 、 社会科の学習の進め方の見直し や今後の見通し を も つこ と が

でき るよ う にする。  

 
工夫点及び配慮点  

◇若手が互いに切磋琢磨し ながら 、自分磨き・ 仲間磨き ができ るよ う に主体的に参加でき る よう な雰

囲気を 大切にし た。  

Ｆ高等学校 メンターチーム「○○会」 
  ～も っ と も っ と 学びたい、 授業力をつけたい、 指導力をつけたいと 願っ て～ 

 ＜メ ン バー＞ 初任者、 若手、 中堅、 ベテラ ン の教員： 約 20 名 

 ＜開催日程＞ 月１ 回程度の実施 

＜内  容＞ ・ 授業力向上（ 授業改善） 、 組織運営力向上（ Ｈ Ｒ 経営・ 部活動運営など） 、 教員自 

身の人間力向上の３ つを 活動の柱と し た。  

・ 読書会形式、 講演形式、 問題提起形式、 先輩教員を 囲む形式で互いに学び合う 研修

と し た。  

 
 

工夫点及び配慮点  

◇メ ンタ ーチームを 有効に活用し て、 メ ン タ ーと メ ンティ ーの相互の人材育成を 図っ た。  

◇メ ンタ ーチームと 連携し て、教科の枠を 越えて授業参観が多く でき る よ う にし た。特にメ ンタ ーチ

ームの授業は、 常時参観でき るよ う に工夫し た。  
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【主な成果】 

 初任者にとって 

・ メ ン タ ーチームのメ ン バーは年齢も 近いこ と も あり 、 課題について和やかな雰囲気で相談し 合う  

こ と ができ た。  

 ・ 初任者にと っ て、 他の教諭の教科、 領域等の授業を 参観する 機会が確保さ れたこ と によ り 、 具体

的な実践を 通し て教科、 領域等の指導について深く 学ぶこ と ができ た。  
  

メンターチームのメンバーにとって 

・ 初任者に教える こ と で、 メ ン タ ーチームのメ ン バーにと っ ても 深く 考える 機会と なり 、 その後の

意欲にも つながっ た。  

 ・ 管理職から メ ン タ ーチームの職員に対する 価値付けがなさ れ、 メ ン バーのやる 気につながっ た。  
  

校内全体にとって 

・ 校内に「 初任者を 全職員で育てる 」 と いう 気風が生まれた。 また、 初任者の研修について話題に

する こ と を 通し て、 職員の関係融和につながっ た。  

Ｇ小学校 初任者が学べる体制づくり（教科の専門性） 
 ＜体  制＞ 大規模校である利点を生かし 、 校内の教科スペシャ リ スト から 学ぶこ と ができ る

体制を整える。  

 ＜内  容＞ ・ 校内の教科スペシャ リ スト から 教科指導について学ぶ。  

        ・ 授業参観のリ ハーサルと し て模擬授業を行う 。  

        ・ 模擬授業に対し て、 全職員を チームに分け、 板書の書き 方等を 助言する。  

 
工夫点及び配慮点  
◇２ 年目以降自信をも っ て教科指導に当たるこ と ができ るよう に、 また、 全職員が若手を育てる

こ と を通し て自ら の指導力の向上につなげるよう に、 全職員を 巻き 込んだ研修体制を管理職が

マネジメ ント する。  

◇チーム（ 講師を 含む） で取り 組める体制を整備する。  

 

若手教員育成プロジェクト『プロジェクトＷ』 

  目的 ◎計画配置対象者及び講師を中心に、 若手教員をチームと し て支える。  

     ・ 学校経営や授業指導のノ ウハウを 若手教員に伝える。 （ 伝承する）  

     ・ 教員（ 社会人） と し ての「 常識」 を教える。     （ 鍛える）  

  内容 ◎対象者は、 チームのメ ンバーに指導を求める。  

     ・ 対象者（ 直採・ 講師・ 計画配置） に授業提供をする。 （ 授業を見せる）  

     ・ 対象者の授業を 参観する。              （ 授業を指導する）  

     ・ 対象者に声をかける。                （ 人間関係作り を教える）  

     ・ 年度末に総合評価を 行い、 対象者の成長を確認する。  

  ※メ ンバーは運動会のＡ 組・ Ｂ 組を基本と し て編成する。  
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